
                                     令和 7年 9月 29日 

   KEMPOSご担当 殿  

                                            株式会社 ネットワークス 

                                                           〒102-0083 千代田区麹町 4-1-4 

                                        TEL03(3556)2921 FAX03(3556)2923 

 

令和７年 9月バージョンアップのご案内 

 

 

あ 拝啓 貴所益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。毎度格別のお引立てに預かりありがとうございます。 

さて、KEMPOSに関し、以下の点につきバージョンアップを行いますのでご案内申し上げます。 

 

現在のバージョンでは、国内案件について J-PlatPatへ接続して公報を閲覧する機能を設けていますが、 

今回、外国特許庁のサイトへ接続して案件を照会する機能を追加しました。 

 

検索・照会に利用するのは以下のサイトです。 

（特許）「国際出願(PatentScope)」「欧州特許(Espacenet)」「米国特許(Uspto)」 

「EPORegister」「GooglePatents」「J-PlatPat」「CNIPA(中国)」「FOPISER」 

    「ASEAN IP Portal」「韓国特許(KIPRIS)」 

（意匠）「国際意匠(Designdb.Wipo)」「欧州共同体意匠(tmdn_DesignView)」「米国意匠(Uspto)」 

（商標）「マドプロ(Designdb.Wipo)」「欧州共同体商標(tmdn_TMView)」「米国商標(tmsearch.uspto)」 

 

この機能については、先にファックスにてお知らせしました通りオンラインにてご説明を差し上げており

ます。実際の機能を確認したいユーザー様は弊社ホームページの CONTACTからか、support@kempos.co.jp

までメールにてお申し込みください。 

 

バージョンアップ内容の詳細につきましては、弊社ホームページに近日中にアップいたします。 

(弊社ホームページ：https://www.kempos.co.jp/) 

 

尚、今回のリリースは Ver940となります。 

 

                                            敬具 
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１ KEMPOSの動作環境について、以下の点にご注意下さい。 

１．Ver810(32bit 版 Office 専用)までの方は今後に備えてバージョンアップ

をご検討下さい。 

最近、新しくパソコンを入れ替えたユーザー様で「KEMPOSがエラーになる」という連絡を頻繁に頂いて 

います。パソコンを新規購入しますと 64bit 版 Office が標準仕様となっていますので、上記バージョン

の KEMPOSはそのままでは使用できません。一旦 64bit版をアンインストールして 32bit版を再インスト

ールして頂く手間が必要となります。弊社で作業する場合、作業費も発生します。最新版はどちらでも動

作しますので、今後に備えて、今回のバージョンアップを是非ご検討下さい。 

２．サポートが終了している Office 2013以前の環境では動作しません。 

本バージョン(Ver940)を含む Ver820以後の KEMPOSは、Microsoft社がサポートしている Office 2016以

後の環境でのみ動作します。サポートが終了している Office 2013以前の環境では動作しなくなりますの

で、予めご確認ください。 

※Office 2016, 2019についても Windows10と同様に 2025年 10月でサポートが終了しますのでご注意く

ださい。 

 

２ 祝日休日を考慮して期限管理をされているユーザー様について 

Ver820以後をお使いのユーザー様に関しましては、内閣府が提供する 2025年の CSVデータを、ユーザー

様ご自身で取り込んでいただくようお願いいたします。 
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（１） 外国案件の照会機能を追加しました 

1. 従来の JPLATPATでの国内案件の照会にプラスして外国案件の紹介機能を追加しました 

 

外国案件検索は、出願番号・公開番号・登録番号をキーとして、外国特許庁の検索サイトにアクセス 

して案件を検索・照会するためのものです。 

検索サイトとしては、以下のものを使用しています。 

 

（特許） 

 「国際出願(PatentScoppe)」「欧州特許(Espacenet)」「米国特許(Uspto)」 

 「EPORegister」「GooglePatents」「J-PlatPat」「CNIPA(中国)」「FOPISER」「ASEAN IP Portal」 

 「韓国特許(KIPRIS)」のサイトに対応しています。 

該当のサイトが重くて開くのに時間がかかるときなど、J-PlatPatにおいて日本以外の国の検索も 

できますので、そちらにも対応しています。 

（意匠） 

 「国際意匠(Designdb.Wipo)」「欧州共同体意匠(tmdn_DesionView)」「米国意匠(Uspto)」 

（商標） 

 「マドプロ(designdb.wipo)」「欧州共同体商標(tmdn_TMView)」「米国商標(tmsearch.uspto)」 

 

出願台帳から、手動でサイトを入力する事なく、所定の検索サイトが開けます。 

ＰＣＴ及び米国以外の国については、多くを欧州サイト(Espacenet等)がカバーしていますので、 

欧州サイトで検索しています。 

 

更に、検索するに際しての入力様式を参考として例示していますので、入力している様式と異なって 

そのままではヒットしない場合でも、例示されたものを参考にして検索キーを修正すればヒットさせ 

る事ができます。 

 

対象としては、特許・意匠・商標をサポートしています。 

出願国及び各番号の入力にしたがって、適切なサイトを設定していますので、そのまま進めていただけ 

れば、検索条件を入力するだけで検索・照会できるようにしています。 

 

  



[１]特許 

 

いくつかの国を例として説明して行きます。 

US特許（出願番号のみ、公開・登録番号なし） 

 USPTOの検索が公開番号又は登録番号ですので、出願番号のみ判っている場合はUS特許の場合でも 

Espacenetで検索します。 

 

①「外国検索」ボタンを押します。 

 ここでは特許・意匠・商標の区別がありません。 

 プログラムで出願台帳の方区分を見て、自動的に判断します。 

 出願・公開・登録の全てが空白の場合は開く事ができません。 

 

 特許の場合は「外国特許庁検索」画面が開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



②外国特許庁検索(特許)画面です。 

 ・「ブラウザ」「国」「番号種別」「番号」「検索サイト」「接続のみ」が初期設定されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ブラウザ：「Edge」「Chrome」から選択します。初期値は「Edge」です。 

・国/地域 ：出願国は設定されます。 

・番号種別：出願、公開、登録の有無によって、以下の内容で初期設定されます。 

 出願番号：出願番号のみで公開、登録とも入力されていない。 

 公開番号：公開番号が入力されていて登録番号が入力されています。 

 登録番号：登録番号が入力されている。 

・入力番号：出願台帳に入力されているままの番号です。 

・照会番号：検索サイトのルールに従って加工した番号です。 

・検索サイト：「20;PatentScope」「30;Espacenet(Smart)」「31;Espacenet(Advance)」「40;Uspto」 

 から選択します。国及び番号種別によって自動的に決定されます。 

・接続のみ：Trueの場合、検索サイトを開くだけで、その他の自動設定は行いません。 

      繰り返すとおそらくロボットとみなされて自動設定不可となる場合があります。 

      その場合、「接続のみ」でサイトを開いて手動で条件を設定し検索します。 

      一度。ロボットとみなされるとしばらく接続できなくなるようですので、「接続のみ」 

      で使用することをお勧めします。備考のガイダンスを参考にしていただければ効率よく 

      検索できるものと思います。 

    ※この初期値は管理事項にて設定することが出来ます。 

・備考欄：入力例その他のガイダンスを表示します。 

  



 

③照会：検索サイトを開いて検索を行います。 

・国毎に検索サイトが予め設定されています。 

 WO特許 

常に「20;PatentScope」 

  EP特許 

「30;Espacenet(Smart)」 

「31;Espacenet(Advance)」 

US特許 

出願番号のみの場合は「30;Espacenet(Smart)」：Usptoは出願番号での検索はできないため。 

公開又は登録番号がある場合は「40;Uspto」 

  JP特許 

「31;Espacenet(Advance)」：J-PlatPatで可能であるが、外国検索の場合はEspacenetで行います。 

 その他 

「31;Espacenet(Advance)」：Espacenetで行います。ただし国毎の違いがあるため自動的にできる 

             範囲は不明です。（出願番号に「,」「-」がある場合は削除するのが 

             標準で、先頭に国コードを付加する形が通常ですが、決まった形が 

             指定されているものではないと思われます） 

 

・上記以外の検索サイトを指定しての検索もできます。 

10:JPlatPat 

 特許については国を指定しての検索に対応しています 

32:EPORegister(Smart) 

33:EPOREgister(Advance) 

 EOPに関しては、こちらへの接続もできます 

50:Google Patents 

 かなり詳細な情報がとれます 

60:CNIPA(中国) 

 中国語ですので、用途は限られるものと思われます 

62:KIPRIS(韓国) 

 韓国語ですので、用途は限られるものと思われます 

70:FOPISER 

 J-PlatPatで対応していない国の検索に使用できます 

80:ASEAN IP Portal 

 あまり案件は収録されていないようです 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

④検索サイトの事例 

④－１：PatentScope 

・例としてWO特許で出願番号のみが入力されているものです。公開番号は未入力です。 

 「外国検索」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・外国検索（外国特許庁検索(特許)）画面です。 

 基本情報は初期設定されるので、「照会」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

・PatetScopeの起動画面です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・出願番号を指定して開いた画面です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

④－２：Espacenet(Smart) 

 

・JP特許の場合はこのサイトとなります。出願番号のみが入力されているケースで説明します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

・Espacenet(Smart)の起動画面です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・出願番号を指定して開いた画面です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

④－３：Espacenet(Advance) 

 

・EP特許の場合はこのサイトとなります。出願番号のみが入力されているケースで説明します。 

 出願番号のみのUS特許の場合もこちらとなります。 

 WO,US以外の出願国の場合もこちらとなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

・Espacenet(Advance)の起動画面です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・出願番号を指定して開いた画面です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

④－４：Uspto 

 

・US特許で公開番号・登録番号が入力されている場合はこのサイトとなります。 

登録番号が入力されているケースで説明します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

・Usptoの起動画面です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・登録番号を指定して開いた画面です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



[２]意匠 

 

外国意匠は国際意匠・欧州共同体意匠・US意匠の３つのサイトで検索します。 

 

・国際意匠：国際意匠(WO意匠)はこちらを使って検索します 

https://designdb.wipo.int/designdb/hague/en/ 

・米国意匠：米国特許と同じ（US意匠はこちらを使って検索します） 

https://ppubs.uspto.gov/pubwebapp/static/pages/ppubsbasic.html 

・欧州共同体意匠：欧州共同体意匠(EM意匠)及び上記２つ以外はこちらを使って検索します。 

https://www.tmdn.org/tmdsview-web/#/dsview 

 

・WO意匠(国際意匠)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「外国検索」ボタンを押します。 

 出願・登録の全てが空白の場合は開く事ができません。 

 意匠の場合は「外国特許庁検索(意匠)」の画面が開きます。 

  



・外国特許庁検索(意匠)画面にて「照会」を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・Wipo(Design)の起動画面です。 

 Wipo(Design)の場合、検索の自動設定ができませんので、以下の手順で検索を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １．SEARCH BYで「Numvers」を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 検索結果が表示されます。 

 

※他国についても同様に動作します。 

  



[３]商標 

 

外国商標はマドプロ商標・欧州共同体商標・US意匠の３つのサイトで検索します。 

 

マドプロ商標：マドプロ商標はこちらを使って検索します。 

https://designdb.wipo.int/designdb/hague/en/ 

米国商標：米国商標はこちらを使って検索します。 

http://tmsearch.uspto.gov/ 

欧州共同体商標欧州共同体商標(EM商標)及び上記２つ以外はこちらを使って検索します。 

https://www.tmdn.org/tmdsview-web/#/dsview 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「外国検索」ボタンを押します。 

 出願・登録の全てが空白の場合は開く事ができません。 

 意匠の場合は「外国特許庁検索(商標)」の画面が開きます。 

  



・外国特許庁検索(商標)にて「照会」を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 検索結果が表示されます。 

※他国についても同様に動作します。 



（２） 特許管理 

2. 条件検索で記録者（最後に出願台帳を更新した担当者）を検索できるようにしました

 

3. お知らせにメール送信の機能を追加しました 

お知らせメール送信は、「審査請求」「年金期限」「更新期限」のお知らせをメール送信するためのもの

です。送信結果の画面からメール送信画面を開いて送信します。 

・初期画面で「お知らせ」を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「審査請求のお知らせ」を選択し、期間を指定して検索した画面です。 

 「Mail」ボタンが使用可能となっています。「Mail」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



・「メール送信」画面です。 

 送信先の担当者毎にまとめています。 

 案件の担当者がないもの、担当者のメールアドレスがないものは送信できません。 

 「送信」ボタンで送信されます。OUTLOOKは使用しません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・送信したメールを OUTLOOKで受信した画面です。 

 担当者が同一のものは１つのメールにまとめています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

・メールの文面のひな型は文書書式に登録しておきます。 

 文書コードは先頭４文字に「Mail」と入力しておきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・メールのひな型です。「{@RS}」と「{@RE}」の部分を繰り返します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

・送信メールサーバーの設定です。 

 管理事項の設定で行います。 

 使用しているメールサーバーの設定にしたがって行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



4. 韓国特許の OAに対する応答期限の変更に対応しました 

韓国特許におけるオフィスアクションへの応答期限は、2025年 7月 11日施行の改正後、通常 2ヶ月

から 4ヶ月に延長されました。 

 

出願種別の 1612：TW 特許 17 で期限設定を開き、オフィスアクションの応答期限を-2 から-4 に変更

します。バージョンアップ時に設定を確認しますが、既に施行されているためユーザー様で設定して

いただいても結構です。 

 

 

  



 

5. EA特許から移行するロシア特許は年金管理が異なるため新しい種別を追加しました。 

2024年 10月 5日施工の法改正に対応します。 

従来のロシアでは年金納付を毎年行う形でしたが、5年ごとの納付に変わります。 

現在、年金を管理している案件については次回納付の際に、5、10、15、20年の内、 

次の区分の年度まで収める必要があります。(次回分は手動調整が必要です。) 

出願種別設定の、納付年設定と年金納付年設定を変更します。 

       

     ・PCTルートまたはパリルートの場合には上記の 5年ごとの年金支払いになりますが、 

      EA特許(ユーラシア特許条約)から移行する際には今まで通り毎年の納付となります。 

      年金期限の設定を差別化するため RU_EA特許を追加します。 

      EA分割の台帳作成時に自動的に RU_EA特許が指定されます。 

       

  



 

6. EPC経由のスイス特許はリヒテンシュタインの権利を含むため CH-LI特許の種別を追加しました 

EPC の指定国としてはスイスとリヒテンシュタインは１指定国として扱うということで、通常のスイ

ス特許とは別の種別で管理したいというご要望があり CH-LI特許の種別を追加しました 

 

スイス特許の EP指定国に「CH-LI特許」を指定して、EPC分割により作成される出願台帳は「CH-LI特

許」が設定されます。 

 

 

7. CN_WO意匠の出願種別を追加しました 

中国意匠につきましては、通常ですと出願の手続時に年金・存続期限を計算し、登録の手続は経過 

のみ入力という設定になっておりますが、国際意匠の場合で登録手続時に存続期限を計算したいと 

ご要望があり、新たに 1832：CN意匠_WOの種別を追加しました。 

 

       

  

 

 



 

8. 出願台帳で手続を選択する際に手続名も表示できるようにしました 

・この機能を有効にした場合、下図のように手続詳細とあわせて手続名が表示されます。（ExecForm1195） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（３） 請求管理 

9. 国際出願の出願手数料、予備審査請求手数料について減免計算に対応しました 

令和 6年 1月 1日以降に行う日本語の国際出願又は国際予備審査請求に係る国際出願手数料、取扱手

数料については減免申請が可能なため、減免の割合に応じた請求額に対応しました。 

※以下の例は２０２５年９月１日までの料金で計算しています。１０月１日より国際出願に関する料

金が改定になりますのでご注意ください。 

・出願台帳 

出願人等の入力画面で、減免の項目が、「審査請求」、「特許料」、「国際出願」、「予審請求」の４つに増

えています。 

 

 

・単価表 

国際出願手数料の単価です。出願手数料 230,500円からオンライン減額 52,000円を引いた、178,500

円を設定しています。左下の減免区分に「国際出願減免」を設定することで出願台帳の「国際出願料

減免」の割合に応じた金額が計算される単価となります。 

 

 

  



送付手数料の単価です。同様に減免区分を設定しています。 

 

調査手数料の単価です。同様に減免区分を設定しています。 

 



 

予備審査請求料の単価です。左下の減免区分に「予審請求減免」を設定することで出願台帳の「予審

請求料減免」の割合に応じた金額が計算される単価となります。 

 

 

  



取扱手数料の単価です。同様に減免区分を設定しています。 

 

 

・請求書 

国際出願の請求書です。減免割合に応じた 1/3の金額が計算されています。 

 

 

予備審査請求の請求書です。同様に 1/3の金額が計算されています。 

 

 

 

 

 



なおこれらの金額は特許庁から配布されている料金計算用の Excelシートで確認しています。 

 

 

・2025年 10月 1日より改定される料金について 

以下の単価を追加する予定です。 

9600-2 国際出願手数料(国際出願の用紙の枚数が 30枚まで)国際出願日が 2025年 10月 1日以降 

    出願手数料 242,700円 オンライン減額-54,700円 31枚以上は 2700円加算" 

9601-2 国際出願手数料(30枚を超える用紙 1枚につき) 国際出願日が 2025年 10月 1日以降 

9602-2 国際出願手数料(オンライン出願した場合の減額)国際出願日が 2025年 10月 1日以降 

9604-3-1調査手数料(国際調査機関:欧州特許庁(ISA/EP)) 国際出願日が 2025年 10月 1日以降 

9607-2 取扱手数料(国際予備審査請求 1件につき) 納付日が 2025年 10月 1日以降 

 

※国際出願手数料の減免対象は 

 国際出願手数料－オンライン減額＋31枚以上の加算額 の合計となりますので、単価表の初期設定のよ

うに各単価が別々になっていると正しい減免額が計算されません。基本的にはオンライン出願をされると

思われますので、国際出願手数料の単価については 

基本料 188,000円（242,700-54,700）基本数 30 31枚目から 2700/枚の加算 

という単価設定が必要になります。 

現在使用されている単価や上記追加する単価と併せてどのように運用されるか、バージョンアップ時にご

確認ください。 



10. 複数の DNを連結している請求書から各 DNを呼び出せるようにしました 

 

・下図は DN台帳が 3件連結している請求書です。 

 

・DNタブの DN呼出ボタンを押します。 

２件以上の DNが連結されている場合、下図のようなフォームが表示されます。 

(１件のみ連結されている場合はフォームを介さずそのまま表示されます) 

 

             対象の DN台帳に左端のカーソルを合わせて「参照」を押します。 

 

 

 

 



・「参照」を押した後の画面です。フォームが自動で閉じ、選択した DN台帳が開きます。 

 

 

 

 

（４） その他 

11. kmp出願取込で先の出願と重複した整理番号が記載されている国内書面を取り込めるようにしました 

    ・先の出願台帳がみなし取り下げ等で消滅となっている場合、この案件は願書整理番号の重複チェック 

対象外として、同じ整理番号が記載されている国内書面を取り込めるよう対応しました。 

      

 

 

  



 

12. kmp取込拡張 3で登録証の発送番号も取り込むようにしました 

    ・取込用ファイル「03624000001-jpntcelst.xml」の赤字部分を発送番号として、出願台帳と出願経過の 

     発送番号に設定するよう対応しました。 

     ■出願台帳 

      

     ■出願経過 

  

 

13. kmp取込拡張 3で年金領収の PDFも取り込むようにしました 

    ・下図の「年金領収書の通知」を包袋に取り込むよう対応しました。 

      

 

14. kmp取込 3で新規性の喪失の例外証明書提出書に対応しました 

 



 

15. kmp担当一括更新にて担当弁理士も更新できるようにしました 

・担当一括更新ツールの画面に、新たに「担当弁理士」の欄を追加しました。 

これにより出願台帳の担当弁理士の欄につきましても一括での変更が可能となります。 

      
      

 


